
( 2026年度・臨床データサイエンス学環 )

臨床心理学概論

[講義]　第1学年　後期　必修　2単位

《担当者名》本谷　亮（心理科学部）motoyan@hoku-iryo-u.ac.jp

【概　要】

　臨床心理学とは、応用心理学の１つであり、心理学的な諸理論や科学的知見に基づく方法を実践し、問題行動の改善、心理社

会的な不適応状態の解消、さまざまな病理的問題の解決、あるいは人格的な成長の促進を目指す学問、かつ専門的な援助体系で

ある。

　本講義では、臨床心理学の入門コースとして、臨床心理学の成り立ち、および臨床心理学の代表的な理論について学習する。

そして、保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産業・労働分野における主な問題に対する援助方法、および臨床の実際の概要に

ついて学び、2年次以降の発展科目や実践科目での理解が深められるような基盤となる知見を身につけることを目指す。

【学修目標】

①臨床心理学の定義、基本的概念、位置づけを理解する。

②臨床心理学の歴史と展開を理解する。

③臨床心理学の代表的な理論について理解する。

④さまざまな心理療法とその理論について理解する。

⑤臨床心理学的アセスメントの定義、目的、主要な方法について理解する。

⑥臨床心理学研究の意義、方法とその特徴、および「エビデンスに基づく臨床心理学」について理解する。

⑦保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産業・労働分野における主な問題と心理学的支援の基本について理解する。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1 臨床心理学の定義、基本的概念、　

位置づけ

臨床心理学の定義、基本的概念、心理学における臨床

心理学の位置づけについて学習する。
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2 臨床心理学の歴史と展開 臨床心理学の成り立ちを学び、国内外で臨床心理学が

どのように発展してきたかについて理解する。
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3 臨床心理学の理論１

（精神力動論）

精神力動論について歴史、基本的発想、意義、展開を

学習する。また精神力動論に基づく治療法を学ぶ。
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4 臨床心理学の理論２

（行動理論）

行動理論について、歴史、基本的発想、意義、展開を

学習する。また、行動理論に基づく治療法を学ぶ。
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5 臨床心理学の理論３

（認知理論、認知行動理論）

認知理論、認知行動理論について、歴史、基本的発

想、意義、展開を学習する。また、認知理論、認知行

動理論に基づく治療法を学ぶ。

本谷　亮

6 臨床心理学の理論４

（人間性心理学理論）

人間性心理学理論について、歴史、基本的発想、意

義、展開を学習する。また、人間性心理学理論に基づ

く治療法を学ぶ。
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7 さまざまな心理療法とその理論１ 家族療法、集団療法、コミュニティアプローチについ

て、関連する理論と治療・アプローチの実際を学ぶ。
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8 さまざまな心理療法とその理論２ 日本独自の心理療法（森田療法、内観療法、動作療

法）について、関連する理論と治療・アプローチの実

際を学ぶ。また、心理療法の折衷について学習する。
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9 臨床心理学的アセスメント１ 臨床心理学的アセスメントの定義、目的、プロセスに

ついて学習する。また、ケースフォーミュレーション

の定義、目的、具体的な方法について学ぶ。
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10 臨床心理学的アセスメント２ 臨床心理学的アセスメントの主要な方法である面接

法、観察法の特徴と具体例を学ぶ。
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11 臨床心理学的アセスメント３ 臨床心理学的アセスメントの主要な方法である心理検

査法の特徴と具体例（知能検査）を学ぶ。また、代表

的な検査の成り立ちについて学ぶ。
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12 臨床心理学的アセスメント４ 臨床心理学的アセスメントの主要な方法である心理検

査法の特徴と具体例（性格検査、発達検査）を学ぶ。

また、代表的な検査の成り立ちについて学ぶ。
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回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

13 臨床心理学研究 臨床心理学研究の意義、具体的方法とその特徴、およ

び治療効果のエビデンスについて学ぶ。また、「エビ

デンスに基づく臨床心理学」の定義、発想、意義につ

いて学習する。
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14 心理学的支援の実際１

（保健医療、福祉分野）

保健医療、福祉分野における主な問題、心理学的支援

の基本と実際について学ぶ。
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15 心理学的支援の実際２

（教育、司法・犯罪、産業・労働分

野）

教育分野、司法・犯罪、産業・労働分野における主な

問題、心理学的支援の基本と実際について学ぶ。
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【授業実施形態】

面接授業と遠隔授業の併用

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【アクティブ・ラーニング】

導入している

【評価方法】

ワークシート５０％

期末レポート５０％

【教科書】

適宜プリントを配布する

【参考書】

野島一彦・岡村達也（編）　「公認心理師の基礎と実践３　臨床心理学概論」（遠見書房）

岡嶋義・金井嘉宏（編）使う使える臨床心理学（弘文堂）

【学修の準備】

・毎回、講義冒頭で実施する復習問題で全問正解できるように、前回の講義内容を復習しておくこと（復習2時間）

・シラバス記載の内容を参考に、参考書、関連書、インターネットなどで講義内容を予習すること。また、講義内で課される事

前ワークシートを作成し、提出すること（予習2時間）

【ディプロマポリシー（学位授与方針）との関連】

DP2.人の心と体の基礎知識をもち、患者中心のケア、医療倫理の遵守などのケアの原則を踏まえ、「医療人としての視点」に立

ったデータサイエンティストとしてふさわしい解決策の策定能力を身につけている。

【ICTの活用】

学習教材（授業資料）の配信や学習課題の提示ではGoogle Classroomを利用する。また、出席・理解度確認にはGoogle Formsも

活用する。詳細は、講義内で説明する。

【実務経験】

本谷　亮（公認心理師）

【実務経験を活かした教育内容】

公認心理師としての実務経験を活かし、臨床現場の実際を織り交ぜ、実践的な理解が進むような教育を行う。

【その他】

この科目は主要授業科目に設定している


